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子育て中のスタッフから
ヒアリングも実施

　テイクアンドギヴ・ニー
ズ（本社：東京都品川区）
は、10月23日から、マタニ
ティウェディング向け新プ
ランの提案を開始した。現
在でも年間700組以上のマ
タニティカップルの結婚式
をプロデュースしている同
社。2010年からは会場に助
産師を派遣するなど、妊娠
期間中である花嫁の不安を
解消するサービスも展開し
ていた。さらなる受注を目
指し、この度新プランの商
品化に至った。
　新プランではイーイング

スは舐めても害のない素材
を使用。ボックスの中で赤
ちゃんを寝かせることもで
き、うつぶせ寝を防げる大
きさになっている。JTB旅
行券は、 2人の時間も大切
にしてほしいとの想いから
用意した。有効期限がない
ため、子どもが少し大きく
なった後に、家族旅行とし
て出かけることも荒谷氏は
オススメしている。
　来館のタイミングで妊娠
しているカップルには、子
どもの初めての靴を自分で
簡単に作れる「本革ファー

社との提携により、結婚式
当日の医師の派遣・待機ま
でサービスを拡充してい
る。妊婦が抱く体調の不安
を、医療従事者が解消して
いく。イーイング社が推進
する「マタニティホスピタ
リティ」制度の認定を受け
たプランナーも各施設に配
置。妊娠中の花嫁はもちろ
ん、列席者に妊婦がいた場
合でもサポートできる体制
を整えている。
　プラン商品化の中心とし
て企画を進めた運営統括本
部マネージャーの荒谷尚泰
氏は、「妊娠中のかけがえの
ない時間はもちろん、結婚

ストシューズ手作りキッ
ト」もプレゼントする。各
会場においても、マタニテ
ィ用ドレスをサイズ・ライ
ンナップ共に充分に取り揃
え、提案を進めていく。
　マタニティ新プランの販
売価格は30名79万8000円か
ら（会場により価格に差あ
り）。全国のT&G直営店舗
で提供する。

準備も含めて楽しんでほし
いとの想いから、プランの
特徴とも言える 4つの特典
を用意しました」と語る。
　荒谷氏は、プラン設計に
あたり、出産経験を持つ同
社の女性スタッフから、「妊
娠中にやっておいてよかっ
たこと」を事前にヒアリン
グ。同時に「やっておけば
よかったこと」も聞き出し
た。当事者の意見も吸い上
げ、カップルが喜ぶ特典を
検討していった。
　 4つの特典は次の通り。
①「スタジオ・ヨギー」で
産前産後に利用できる、 2
年間有効なマタニティヨガ
チケット15枚をプレゼン
ト。居住地近隣にスタジオ
がない場合は、ヨガ書籍や
レクチャーDVD、ヨガマッ
ト、マタニティウェアを用
意。②ベビー服などが詰ま
ったマタニティBOX。③
JTB旅行券 7 万円分。④
T&G直営店にて女性カメ
ラマンが撮影するマタニテ
ィフォト。この中から、好き
なものを 1つ選択できる。
　日本ではまだ馴染みのな
いマタニティBOXは、フィ
ンランド発祥。出産前に国
からお祝いとしてプレゼン
トされるアイテムだ（お祝
い金のどちらかを選択）。箱
の中いっぱいに詰められた
衣類はオーガニックコット
ンを使用しており、ボック

　多くの婚礼施設が、ある特
定層のカップルに向けたプラ
ンを打ち出している。マタニ
ティやファミリーウエディングなど、そのニーズはさらに
多様化している。どんなウエディングでも対応できると間
口を大きく構えることも大事だが、特定のニーズに対して
地域1番店を目指していくのも戦略の1つだろう。今号では
各社・施設が新たに設けたプランや対応を紹介する。
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T&Gマタニティ婚受注強化
結婚式当日に医師の派遣・待機などのサポートも

特 定

ニーズをニーズをニーズを獲得

▲ 現在も年間 700 組以上を獲得するマタニティ W

▲  2 年間有効のマタニティチケット15 枚 ▲  JTB 旅行券 ナイストリップ 7 万円分▲ フィンランド発の育児ボックス ▲ 女性カメラマンによるマタニティフォト

　イーイング社には医 療 従事 者が
1500 名在籍しており（2017 年 5 月時
点）、婚礼施設へ看護師の派遣などを
展開している。認定制度「マタニティホ
スピタリティ」では、妊婦と産後の状
態、妊婦救急などを中心に学ぶ。

アクティビティのきっかけに
　「社内スタッフからの
『やっておけばよかった
こと』として挙がったの
が、マタニティヨガでし
た。やらなかった理由を
聞いたところ、『きっかけ
がなかった』という回答。
マタニティヨガは、月齢
が比較的近いママ友達を
作るいい機会にもなるよ
うで、産後は子育ての悩
みなどを共有できるきっ
かけにもなるそうです。」
　「マタニティフォトに
関しては興味があって
も、お腹が大きくなり出
産がいよいよ近づいてき
た頃に、初めて行くフォ
トスタジオで、初めて会
うカメラマンに撮影して

もらうことに不安を抱く
人もいるはず。このプラ
ンは、妊娠期間中の『や
ってみたいけど…』とい
うプレママの気持ちを後
押しするためのものでも
あります。出産と結婚式
準備が重なれば、もちろ
ん忙しいですし、大変に
なるのは十分承知してい
ます。一方で、その準備
期間は二度と味わえない
かけがえのない時間でも
あるわけですから、ぜひ、
充実した毎日を過ごして
ほしいですね。」

①マタニティヨガ ③トラベル②マタニティBOX ④マタニティフォト
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　ブライズワード（本社：東京
都品川区）が運営するゲストハ

ウス「ザ・シーズンズ」（横浜市西区）は、少人数婚の受注獲得
を目指し、10月、施設内に2つ目のチャペルをオープン。併設
するバンケットもリニューアルし、10月6日から施行を開始し
た。来季は受注100組増を目指していく。

す。大々的な披露宴よりもア
ットホームなパーティにした
いという意見も聞かれます。
駐車場部分を改装し、専用エ
ントランスや親族控え室も用
意しました。“なし婚カップ
ル”になりえる人たちに、少
人数でも貸切ゲストハウスで
式が挙げられるということを
訴求し、受注を強化していき
ます。」（執行役員営業企画室
室長・澤田大仁氏）
　森をコンセプトにしたチャ
ペルは、 1面がガラス張り。
自然光が明るく差し込む造り
になっており、併設するガー

デンの自然を望める。祭壇横
にも“シンボルツリー”を施
しており、室内でもグリーン
を感じることが出来る。チャ
ペルから直接ガーデンへ出る
ことも可能。写真撮影など、
庭を活かした提案も進めてい
く。バンケットは白を基調と
した空間で、落ち着いた雰囲
気を演出する。
　「少人数＝ホテルのイメー
ジも強いかと思いますが、カ
ップルによってはゲストハウ
スを好む人たちも。受け皿を
増やし、受注増加を目指して
いきます。」（澤田氏）

ガーデンもチャペル横に所有

　ブライズワードが運営する
ゲストハウス「ザ・シーズン
ズ」は、10月、少人数ウエデ
ィングの受注強化を目的に、
新たにチャペルをオープンし
た。 2次会専用として稼働し
ていた併設のバンケットもリ

ニューアルし、 2チャペル 2
バンケットの新体制で受注を
強化する。現在は年間200組と
好調に推移しているが来期は
100組の受注増加を目標に掲
げている。
　従来のチャペルは最大80
名、バンケットは110名まで対
応していた。新設したチャペ

ルの最大収
容人数は50
名、バンケ
ットは66名
までとなっ
ている。
　「来館す
るカップル
の中には、
式を挙げる
かどうかを
検討中の人
たちもいま
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▲�ガーデンを併設する新チャペル

▲�白を基調としたバンケット

業界向けSNSとしては屈指の9300フォロワー
ブライダル産業新聞フェイスブックへ！！

◦ブライダルのトレンド情報	 ◦ウエディング関連ニュース
◦フォトウエディング作品	 ◦取材こぼれ話　などなど

〔ザ・シーズンズ（ブライズワード）〕


